
４
５
０

吉
田

和
男

１
２
９
９

安
孫
子
鉄
也

４
１
０
７

加
地

誠
志

４
３
１
９

西
川

広
富

２
３
４
９

八
木
原
凛
和

（
敬
称
略
）

第5２０回 月例川崎マラソン

それ以外の月は
最終日曜日

１２月は

第４日曜日

ＵＲＬは http://kawasaki.qee.jp/

◇

３
５
回
連
続
出
場
賞
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月例川崎マラソン実行委員会

４
月
月
例
表
彰

第
第
５
１
８
回
４
月
28
日

達
成
者

◇

５
０
回
連
続
出
場
賞

◇

４
回
連
続
出
場
賞

◇来月の月例は ７月２８日です。

スタート時間

子供１Ｋ ８：３０

３Ｋ（Ａ） ８：４５（NO-C 主に男子仕分け４999

以下）

３Ｋ（Ｂ） ９：１５（NO-C 仕分け男子５000以上）

５Ｋ ９：４５

10ｋ 10:30

次月棄権受付は10Ｋｍスタート時刻です

1０時３０分までに。

◇
６
５
回
連
続
出
場
賞

◇

９
回
連
続
出
場
賞
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◇

８
０
回
連
続
出
場
賞

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

月例川崎マラソン五百回の歩み(十二)

６
７
６
６

長
嶋

悠
理

９
４
０
９

仲
村

勇
人

９
４
３
２

杉
本

堯

２
９
９
２

長
嶋

一
華

３
４
９
７

仲
村

彩
乃

◇

２
５
回
連
続
出
場
賞

８
７
４
５

北
原

龍
晟

８
８
９
１

岩
崎

正
明

２
６
８
７

殿
柿

玲
沙

２
７
２
１

清
水

綸
乃

２
７
２
２

清
水
由
紀
子

３
１
３
１

岩
井

真
美

３
２
７
１

石
川

未
来

６
０
７
６

下
倉
功
太
郎

７
２
８
０

平
岡

孝
啓

７
７
６
４

重
山

太
一

７
７
９
３

大
宮

広
樹

７
８
２
８

小
山

孝

２
７
５
６

岩
井

実

２
７
８
４

武
子

直
子

５
８
９
１

戸
根

航
大

９
８
０
１

斉
藤

正
弘

９
８
１
９

荒
井

剛
希

２
１
５
２

と
ね

さ
な

◇

１
８
０
回
連
続
出
場
賞

１
０
０
０
４
近
藤

正
隆

１
０
０
３
１
中
村

達
也

３
５
７
５

村
山

智
子

９
６
９
４

遠
山

祥
基

（
３
月
）

９
７
２
３

河
原

正
博

（
３
月
）

９
７
９
１

和
泉

貴
太

９
７
９
９

金
子

有
樹

１
０
０
３
３
大
澤

功
樹

１
０
０
３
９
相
澤

洋
平

１
０
０
４
１
石
戸
谷

護

１
０
０
７
４
八
木
澤
和
真

１
０
１
１
３
野
口

淳

１
０
１
３
４
川
俣

英
法

１
－
１
４
２
内
田

栄
喜

１
０
１
４
８
吉
田

孝
司

１
０
１
５
０
山
田

耕
充

１
０
１
８
０
樋
口

尚
之

(

４
月
）

１
０
１
９
２
石
川

孝
法

(

４
月
）

１
０
２
３
４
譜
久
里
悠
太

１
０
２
３
６
井
澤

賢
大

１
０
２
４
７
渡

碧
馬

１
０
２
５
０
西
村

優
人

１
０
２
５
１
西
村

武
士

１
０
２
５
３
岡
本

実
哲

１
０
２
５
７
伊
藤

啓
太

１
０
２
５
８
伊
藤

謙
史

１
０
２
６
３
菊
地

卓
也

１
０
２
６
４
安
斎

一
郎

１
０
２
６
９
安
岡

洋
一

３
６
９
９

北
村

祐
香

３
７
２
５

佐
藤
葉
々
美

３
７
９
９

関

千
尋

３
８
７
３

内
田

理
央

３
８
７
４

内
田

真
央

これまで、月例川崎マラソン誕生から十年百二十回にわたる歩みを参加者と運営の実

態に即してその成果と教訓を述べてきました。それは月例川崎マラソンの基礎を築いた

十年の活動実績であり五百回継続発展への基礎となっています。十年以後の歩みを五年

ごとに進めその間の重要な活動を確認していきたいと思います。

(一)十五周年 初心を忘れず

一
九
九
一
年
二
月
十
五
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
前
年
十
二
月
「
記
念
の
集
い
」
が

川
崎
市
民
プ
ラ
ザ
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
七
十
名
の
参
加
者
で
「
月
例
」
の

素
晴
ら
し
さ
や
自
分
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
心
や

経
験
な
ど
が
楽
し
く
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
報
告
で
は
次
の
三
つ
の
こ

と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
は
、
一
〇

年
間
で
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
の
基
礎
を
し
っ

か
り
固
め
、
参
加
者
の
輪
が
広
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
走
る
要
求
が
広
範

な
人
々
に
広
が
っ
て
い
る
今
日
、
こ
の
要

求
を
実
現
し
本
物
の
楽
し
さ
を
育
て
て
い

る
の
が
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
だ
と
い
う
実

感
で
も
あ
り
ま
す
。
第
二
に
、
一
〇
周
年

後
の
五
年
間
に
質
的
に
も
発
展
し
た
こ
と

の
誇
り
と
責
任
感
で
す
。
川
崎
市
教
育
委

員
会
の
後
援
事
業
と
な
っ
た
こ
と
、
世
界

記
録
保
持
者
の
べ
ラ
イ
ン
・
デ
ン
シ
モ
選

手
と
山
田
敬
藏
さ
ん
が
月
例
の
仲
間
と
走

る
な
ど
社
会
的
に
も
注
目
、
評
価
を
受
け

る
こ
と
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
私
た
ち
の
誇
り
と
同
時
に
社
会
的
に

責
任
の
あ
る
月
例
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

第
三
に
、
十
五
年
の
歴
史
を
し
っ
か
り
見

つ
め
特
に
初
心
を
忘
れ
ず
、
走
る
仲
間
の

要
求
を
大
切
に
し
、
月
例
仲
間
を
広
げ
る

こ
と
、
新
春
マ
ラ
ソ
ン
を
発
展
さ
せ
る
力

に
な
る
こ
と
、
走
る
こ
と
と
健
康
の
関
連

を
科
学
的
に
追
求
す
る
こ
と
を
継
続
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず

月
例
の
か
ぎ
り
な
い
発
展
を
め
ざ
し
て
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。



５７０８ 大澤 浩二

(３月）

９９２７ 磯崎 蓮凌

８３５７ 高橋 幸治

（３月）

８４３７ 平松 弘臣

（２月）

８４７０ 酒井 士和

（２月）

９３１２ 清田 康弘

（３月）

９８０９ 川野 稜真

９８１０ 川野 晴輝

９８１４ 小磯 快翔

９９５２ 大嶋 大輔

１００７７ 関 瑛都

１０１６６ 小野 夢人

１０１７１ 光岡 真治

１０１７５ 筒井 淳一 １０１９９ 橋口 忠昌

１０２０３ 岩野 圭太

１０２２３ 吉田 岳

１０２２５ 松山 広樹



１０２２８ 佐久間政光

１６６６ 松本 真由美

２５３１ 海口 智子

３５３０ 清田 泉沙子

３６５３ 上野 貴代

３７９４ 鈴木 もか

３７９７ 蓮見 真優

３８０７ 二宮 あやめ

３８１６ 柴田 美津子

３８４３ 佐藤 結彩

３８４６ 北原 莉桜

３３５５ 清田 愛莉

（３月）

３６３１ 清田 光莉

（３月）

（敬称略）
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写
真
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

第
５
１
９
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

１
．
ク
ラ
ブ
紹
介

バ
デ
ィ
ー
陸
上
ク
ラ
ブ
（
東
京
都
江
東
区
）

８
０
８
２

小
学
校
５
年
生
で
す
。
江
東
区
の
「
バ
デ
ィ
ー
」
と
い
う
陸
上

ク
ラ
ブ
に
４
歳
の
時
か
ら
入
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
、
週
２
回
参
加

し
て
、
１
０
０
ｍ
を
１
０
本
こ
な
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
練
習

以
外
に
も
近
く
を
走
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン

は
、
今
日
で
８
回
目
の
参
加
に
な
り
ま
す
が
、
１
ｋ
ｍ
で
初
め
て

１
位
に
な
る
事
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
今
ま
で
は
４
位
く
ら

い
が
最
高
で
し
た
。
将
来
の
夢
は
箱
根
駅
伝
に
で
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

２
．
家
族
で
参
加

９
８
５
（
小
学
４
年
生
）

９
８
５
８

９
８
５
９
（
幼
稚
園
年
長
さ
ん
）

今
日
は
家
族
４
人
で
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
に
来
ま
し
た
。
（
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
間
、
お
母
さ
ん
は
レ
ー
ス
に
出
場
中
で
す
。
）

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
、
１
０
回
目
く
ら
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

参
加
し
た
き
っ
か
け
は
マ
マ
友
が
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
で
走
っ
て

い
て
、
「
走
っ
て
み
た
ら
？
」
と
誘
わ
れ
て
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ふ
だ
ん
は
六
郷
の
ト
ラ
ッ
ク
を
走
っ
て
い
ま
す
。
お
父
さ

ん
（
学
生
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
の
選
手
で
し
た
）
の
指
導
で
走
力
も

か
な
り
つ
い
て
き
て
タ
イ
ム
も
大
幅
に
短
縮
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

３
．
３
ｋ
ｍ
１
位

１
０
４
１
１

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
今
日
が
初
参
加
で
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
友

達
の
紹
介
で
、
千
葉
の
船
橋
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
は

地
元
船
橋
の
「
海
老
川
」
近
辺
を

走
っ
て
い
ま
す
。
月
に
５
５
０
～
６
０
０
ｋ
ｍ
走
っ
て
い
ま
す
。

今
日
の
３
ｋ
ｍ
は
９
分
５
４
秒
で
し
た
が
ベ
ス
ト
は
９
分
３
０
く

ら
い
で
す
。
他
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
は
、
１
０
ｋ
ｍ
・
３
３
分
５
５

秒
、
ハ
ー
フ
・
１
時
間
１
４
分
３
０
秒
、
フ
ル
・
２
時
間
３
４
分

で
す
。
レ
ー
ス
も
よ
く
出
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
仙
台
ハ
ー
フ
、

湯
沢
湯
け
む
り
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
ま
し
た
。
今
後
は
北
海
道
マ

ラ
ソ
ン
に
出
ま
す
。
目
標
は
２
時
間
３
０
分
切
り
で
、
琵
琶
湖
マ

ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

、

４
．
ベ
テ
ラ
ン
ラ
ン
ナ
ー

５
４
８

現
在
、
７
８
歳
で
す
。
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
１
２
０
回
く
ら

い
出
場
し
た
あ
と
、
い
っ
た
ん
途
切
れ
て
し
ま
っ
て
。
そ
れ
か
ら

ま
た
走
り
始
め
、
あ
と
４
回
で
６
５
回
連
続
と
な
り
ま
す
。
住
ま

い
は
横
浜
市
の
保
土
ヶ
谷
区
で
、
環
状
２
号
線
の
市
沢
町
辺
り
の

コ
ー
ス
を
自
分
で
設
定
し
て
走
っ
て
い
ま
す
。
７
．
６
ｋ
ｍ
あ
り

ま
す
。
週
に
４
～
５
回
は
走
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
川
崎O
B

に
所

属
し
て
い
て
、
レ
ー
ス
に
も
よ
く
出
て
い
ま
し
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
の
ベ
ス
ト
は
４
時
間
１
５
分
で
す
。
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
３
０
ｋ
ｍ

は
、
４
８
歳
の
時
に
、
２
時
間
１
３
分
で
走
り
ま
し
た
。
故
障
は

あ
ま
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
は
腰
痛
が
あ
り
、
整
形

外
科
に
通
い
な
が
ら
、
シ
ッ
プ
を
貼
っ
て
走
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
目
標
は
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
足
が
動
か
な
く
な
る
ま
で

走
り
続
け
る
こ
と
で
す
。

５
．
レ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
ン
ナ
ー

２
０
０

６
０
を
過
ぎ
て
か
ら
走
り
始
め
、
今
８
３
歳
６
か
月
で
す
。
世

界
マ
ス
タ
ー
ズ
が
９
月
か
ら
ス
ペ
イ
ン
で
始
ま
り
ま
す
が
参
加
予

定
で
す
。
現
在
、
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
・
８
０
～
８
４
歳
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
６
つ
の
世
界
記
録
を
持
っ
て
い
ま
す
。
８
０
０
ｍ
・
１
５

０
０
ｍ
・
３
０
０
０
ｍ
・
５
０
０
０
ｍ
・
１
０
０
０
０
ｍ
・
フ
ル

の
６
種
目
で
す
。
先
日
、
ハ
ー
フ
の
世
界
記
録
目
指
し
て
、
「
新

潟
・
燕
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
（
公
認
大
会
）
に
参
加
し
、
１
時
間

５
６
分
３
９
秒
と
い
う
記
録
を
出
し
て
、
こ
れ
は
世
界
記
録
に
な

る
は
ず
な
の
で
す
が
、
日
本
の
大
会
だ
と
い
う
事
で
、
ま
だ
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
仙
台
ハ
ー
フ
は
２
時
間
５
分
３
０
秒
で
し
た
。

今
週
は
、
北
海
道
の
「
利
尻
５
５
ｋ
ｍ
」
に
出
場
し
ま
す
。
利
尻

へ
の
飛
行
機
の
切
符
が
と
れ
な
か
っ
た
の
で
、
稚
内
（
わ
っ
か
な

い
）
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
船
（
２
時
間
）
で
行
く
予
定
で
す
。

今
度
で
１
０
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
区
切
り
が
よ
く
、

ま
た
１
０
回
の
表
彰
も
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
利

尻
は
こ
れ
で
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
体
調
も
よ

く
、
仕
事
も
週
１
回
に
減
ら
し
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

６
．
月
例
な
か
ま

１
０
４
６
４

１
０
４
０

１

１
０
２
６
３

１
０
３
４
３

そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
回
数
は
、
ま
ち
ま
ち
で
１
回
・
２
回
・

３
回
・
４
回
で
す
。
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
知
り
、
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
住
ま

い
も
横
浜
、
川
崎
、
市
川
（
千
葉
）
と
ま
ち
ま
ち
で
、
大

会
も
そ
れ
ぞ
れ
個
人
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
て
走

る
の
は
こ
の
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
だ
け
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

一
言

１
０
２
６
３
さ
ん

月
に
２
０
０
ｋ
ｍ
は
走
り
た

い
。

１
０
４
０
１
さ
ん

１
０
ｋ
ｍ
を
４
５
分
台
で
走

り
た
い
。
１
０
２
６
３
さ
ん

今
ま
で
の
フ
ル
の
ベ
ス
ト

が
い
た
ば
し
シ
テ
ィ
ー
の
３
時
間
４
分
な
の
で
サ
ブ
ス
リ
ー

を
め
ざ
し
た
い
。

１
０
３
４
３
さ
ん

ハ
ー
フ
で
１
時

間
４
０
分
を
切
り
た
い
。

７
．
５
ｋ
ｍ
２
回
目
女
子
１
位

２
３
８
３

所
属
し
て
い
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
チ
ー
ム
は
、
「S

W

（
セ
カ

ン
ド
ウ
ィ
ン
ド
）A

C

」
で
す
。
チ
ー
ム
で
の
主
な
練
習
場

所
は
代
々
木
公
園
や
織
田
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。
住
ま
い
が

近
い
の
で
多
摩
川
の
河
川
敷
も
走
り
ま
す
。
月
例
川
崎
マ

ラ
ソ
ン
は
６
回
目
か
７
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
１
位
か
２

位
に
な
る
事
が
多
い
で
す
。
今
日
は
暑
す
ぎ
て
１
９
分
３

５
秒
か
か
っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。
学
生
時
代
の
ベ
ス
ト
は

１
７
分
４
３
秒
で
す
。
現
在
社
会
人
８
年
目
で
す
が
以
前

の
走
り
を
取
り
戻
し
た
い
で
す
ね
。
来
週
、
都
民
大
会
が

駒
沢
公
園
（
種
目
５
０
０
０
ｍ
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

絶
対
１
９
分
切
る
ぞ
ー
ー
！
」

①
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
胸
・
背
へ
着
け
、
バ
ー

コ
ー
ド
は
胸
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
の
左
下
へ
吊
り

下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管
理

で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

②
大
型
記
録
賞
発
行
は

申
し
出
制
と
な
り
ま
し
た
。

各
種
目
１
～
３
位

た
だ
し
１
ｋ
ｍ
は
小
学
生
。

３
ｋ
ｍ
は

Ａ
Ｂ
合
同
で

高
・
中
・
小
学
生
対
象

申
し
出
な
き
場
合
発
行

さ
れ
ま
せ
ん
。

（
必
要
な
方
は
本
部
へ
申
し
出
て
下
さ
い
）

③
連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・

50
・65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・
250
・

300
回
が
あ
り
ま
す
。

15
回
は
Ｎ
Ｏ

刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・
百
回
で
は

賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー

又
は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

④
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義：

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ
番

号：

０
０
２
６
０
ー
４
ー
３
３
１
０
０

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

お願い

自転車でご参加の

皆様にお願いします。

自転車はサイクリン

グコースに置かず、

会場の近くにおいて

ください。邪魔と苦情

がありました。


